


















塩 谷 弥や兵へ 衛えしお Tニ『乙
医 山~ 博 士
第 126 0 τEヨコ
昭和 42 年 7 月 31 日
医学研究科生理系











々の教室においても， b 交感帯の刺激が下垂体前葉ホノレモンの放出に， c 副交感帯の刺激がその抑制








剥離し，祝床下部の b 交感帯もしくは c 副交感帯に双極電極を刺入し，歯科用セメントで頭蓋に固定
した口電気刺激は 2Vの蓄電池に接続した PORTER 型感応コイルで行ない (コイル間距離は10--
12cm) , 5 分間隔・ 20秒間の通電を毎日 20回宛繰返した。第20 日目の最後の刺激が終って 4--5 時間
後に BOUIN 氏液で動物の生体同定を行ない，各内分泌臓器の重量を測定した後， パラフィン切片
を作って組織学的検索を行なったD 他方，脳髄は連続切片により電極刺入部位を確認した口対照とし



























は，視床下部が門肱血管中に過度に neurohormone (前葉ホノレモン分泌因子) を放出して疲労に陥
った結果であると考えられ，副交感帯慢性刺激で見られた乙れらの臓器の機能充進は， neurohormone 
の過剰蓄積によるものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は，交感帯の慢性刺激により視床下部下垂体系が疲労し，副交感帯の慢性刺激によりその機
能が充進することを明らかにしたものである。この成績は，交感もしくは副交感神経系の緊張状態が
極度に長く持続した場合，内分泌機能がどのように変化するかを示唆するものであり，基礎および臨
床医学の分野に寄与する所が大きい。
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